
世界の
民族楽器

①シタール（インド）

装飾性抜群の楽器

　世界中の民族楽器が通販や町の雑貨屋さんで買え、

民族楽器の教室も身近なものとなってきました。そこ

で、この連載では、見たり聴いたりする機会の多くなっ

た民族楽器の代表選手や、少し音を出せれば、「どこで

もドア」のように異空間に連れて行ってくれる民族楽

器の優れものを選んでみました。

　まずは、インドのシタール。ビートルズのジョージ・

ハリスンがこれを弾いたので、ご存知の方も多いと思

います。干
かんぴょう

瓢の実を利用した共鳴胴を二つ持ってい

て、世界各地にある瓢
ひょうたん

箪楽器の中でも最大級の大き

さです。表面板には薔薇や孔雀が精巧に彫られていて、

装飾性も抜群の楽器です。インド旅行の記念にと買っ

て帰る人も多く、実は私もそのうちの一人なのですが、

これを弾きこなすのは本当に難しい、と知るのは後々

のことで、難行苦行を強いるという点でも、さすがに

インド起源の楽器だと思います。

　木製の長いさおの上には 20 本もの金属弦が張られ

ています。旋律弦が 5本、リズムとドローン（持続音）

のための弦が 2本あり、右手の人差し指にはめたピッ

クで演奏します。残りの13弦は共鳴弦です。共鳴弦は、

主弦の響きに共鳴して、独特の余韻やうなりを響かせ、

部屋全体を倍音で包んでくれます。シタール独特のビ

ヨーンという音は、弦を横方向に引っ張って出します。

仏教では、お経を節回し豊かに歌う声明という声楽が

ありますが、これと同じことを器楽でやっているのが

シタール演奏です。古代声明にルーツがあるので、シ

タールといえばお経を聞いているような気分になるの

にもそれなりの理由があるのです。

　松江市八雲町にある熊野大社では、毎年 9月に「庭

火祭・国際民族音楽祭 IN八雲」というかがり火コンサー

トが開かれます。筆者はその企画を担当していますが、

第1回庭火祭はインド古典音楽で、私の師であるアミッ

ト・ロイさん（写真）に出演してもらいました。シター

ルのすばらしい演奏は延々数十分に及びました。長時

間の即興演奏をどうして間違わないのだろうかと、後

で尋ねると、その答えは「神様がついてくれているから」

というものでした。自分の考えや技巧を捨てて、瞑想

状態で弾くとのこと。ついで、演奏のために座禅瞑想

をしますか、と問うと、ヨーガも瞑想もしない。練習

そのものがヨーガだし、演奏そのものが瞑想だからね、

という答えが返ってきました。

　民族楽器というのは、それぞれの地域の伝統文化が

結晶化したものです。シタールという一つの楽器にも、

インド文化の真髄が見て取れるように思います。

（せこ・やすお／哲学）

瀬 古 康 雄

弾きこなすには難行苦行
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